
アワダチソウグンバイの成幼虫は寄生した植物の葉を

集団で吸汁することから葉に白いかすり状の斑点が発生

させるほか，排出物による汚点と排泄物で発生するスス

病で茎葉に黒っぽい汚れが生じる。加害が進行すると，

葉が黄化して枯死し，植物全体が枯れることもある（宮

武，2010）。

アワダチソウグンバイはセイタカアワダチソウのロゼ

ットで越冬するとされ（宮武，2010），大阪府において，

露地キク栽培圃場周辺のセイタカアワダチソウなどの雑

草で成虫越冬することが確認されている（柴尾ら，

2004）。また，奈良県の露地キク圃場では 10月以降の気

温低下により，死亡する個体が多く観察され，その後の

発生は終息するが，山際や林縁等日陰に自生するセイタ

カアワダチソウでは冬期に越冬成虫が多数見つかってい

る（宮武ら，2003；宮武，2010）。

越冬後のアワダチソウグンバイは 4月中旬からセイタ

カアワダチソウで第 1世代幼虫が発生し，5月下旬以降

の第 1世代成虫が農作物に飛来して加害する（奈良県，

2005）。大阪府羽曳野市では，成虫の発生ピークは 7月

下旬と 8月下旬，幼虫の発生ピークは 8月上旬と下旬に

認められている（柴尾ら，2004）。

2 北米から日本への侵入・分布拡大と農作物被害

アワダチソウグンバイはカナダ南部から米国で発生し

ており，chrysanthemum lacebagと呼ばれ，キクやアス

ター等を加害する害虫である（WHEER, 1987）。

北米から日本への侵入は，1999年に兵庫県西宮市の

セイタカアワダチソウで初確認され，2003年に大阪府

で発生が確認された（友国，2006）。2005年には近畿地

方を中心に分布し，2006～ 08年には中国・四国地方お

よび東海地方，関東地方までに広がった。2009年には

鹿児島県，宮崎県，石川県等で，2010年には栃木県，

茨城県等で発生が確認され，特殊報が発令された。

2010年
　

まで，南は鹿児島県から北は福島県までの 33都府

県で特殊報が発令されている。現在のアワダチソウグンバ

イの発生は，福島県以南の 40都府県に及んでいる（図― 1）。

被害は愛媛県および鳥取県でヒマワリ，岡山県，愛媛

県および静岡県ではカンショ，香川県，広島県，鳥取県

および静岡県ではキク，新潟県では食用ギクで報告され

ている。

は　じ　め　に

アワダチソウグンバイ（Corythucha marmorata

（Uhler））はキク，ヒマワリ等を加害する北米原産の農

業害虫であり，1999年に神戸か大阪の港を通じて侵入

した後，分布を拡大していったと考えられている（友

国，2006）。その後，2004 年までに紀伊半島南端，

2007年
　

までに四国のほぼ全域でアワダチソウグンバイ

は確認された（KATO and OHBAYASHI, 2009）。現在では，

鹿児島県から福島県までの広い範囲で発生が確認されて

いる。しかし，各都府県において，アワダチソウグンバ

イの初発生が確認された後の分布拡大を調査した例は，

群馬県（原，2007），島根県東部および鳥取県西部（吉

岡，2008），鳥取県（谷本ら，2010）程度と少ない。こ

れらのうち，群馬県では中間地域から平坦地でアワダチ

ソウグンバイの発生が多く（原，2007），また島根県東

部から鳥取県西部の河川敷（吉岡，2008）や鳥取県では

広域に分布する（谷本ら，2010）ことが報告されている。

しかし，いずれの調査においても平坦地を中心とした調

査であり，高標高地での調査は少ない。

本報告では，広島県内で標高 100～ 1,000 m，高低差

900 mとなる約 40地点での分布を調査した結果をもと

に，冬期の最低気温がアワダチソウグンバイの発生に及

ぼす影響を解析したので報告する。

I 生　　　態

1 寄主植物，越冬および発生推移

アワダチソウグンバイは日本では，セイタカアワダチ

ソウ，ヨモギ，ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギク，

オナモミ，ブタクサ，ヨメナ等のキク科植物に寄生する

ことが知られている（友国，2006；吉岡，2008；宮武，

2010）。また，農作物では，ナス，キク，サツマイモや

ヒマワリ等で発生し，被害をあたえる（井村，2005）。

さらに，ヨモギやヨメナ等のキク科の在来種への寄生

は，我が国の生態系に及ぼす影響が懸念されている（宮

武，2010）。
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Geographical Distribution of Corythucha marmorata in Hiroshima
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アワダチソウグンバイの被害は，セイタカアワダチソ

ウやオオアレチノギクでは下位から上位の葉へ枯れ上が

りが進展していく。このことから，発生程度は以下に示

す葉の枯れ上がり程度を指標として用いた。

A：葉の枯れ上がりなし。

B：葉の枯れ上がりは草丈の 1/4未満。

C：葉の枯れ上がりは草丈の 1/4以上 1/2未満。

D：葉の枯れ上がりは草丈の 1/2以上 3/4未満。

E：葉の枯れ上がりは草丈の 3/4以上。

これらの指標から下式により調査地点の発生程度を求めた。

発生程度＝（1× NB＋ 2× NC＋ 3× ND＋ 4× NE）/

調査株数

NB：Bの株数，NC：Cの株数，ND：Dの株数，NE：

Eの株数

II 広島県におけるアワダチソウグンバイの分布調査

1 調査法

広島県では，2005年にアワダチソウグンバイの発生

を確認したが，県内での発生分布の広範囲な調査はされ

ていなかった。そこで，2007～ 09年にアワダチソウグ

ンバイの発生盛期と考えられる 8月中旬に，広島県内約

40地点で県内に広く分布する野生寄主であるセイタカ

アワダチソウとオオアレチノギクを対象に，アワダチソ

ウグンバイの発生を調査した（表― 1）。調査は，これら

野生寄主が群生する路傍に調査区画（4 m2：2 m× 2 m）

を設けた。そして，1区画当たり 3～ 10株におけるア

ワダチソウグンバイ成虫の寄生の有無および発生程度を

調査した。
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図－1 特殊報発令によるアワダチソウグンバイの分布の推移



2007年が 67.5％，2008年が 82.0％，2009年が 63.1％と

なった。発生程度甚の割合は 2008年が 41.0％と最も高

かったが，2009年には発生程度甚の割合は 10.5％と 3

か年で最も低かった（表― 3）。また，3か年とも発生の

ない調査地点が 2地点あった（表― 3，4）。

発生程度の指標として，

発生程度 0 ：無

発生程度 1.5未満　　　 ：少

発生程度 1.5以上 2.5未満：中

発生程度 2.5以上 3.5未満：多

発生程度 3.5以上　　　 ：甚

と定義した。

2 3か年の発生推移
広島県の標高と気温・降水量で分類した小気候区分

（上原ら，1991）に準じて，調査地点を分類した。調査

対象となる寄主植物は，北部山地型では，セイタカアワ

ダチソウ，オオアレチノギク，中部高原型および賀茂台

地型ではセイタカアワダチソウが最も多く，瀬戸内はセ

イタカアワダチソウまたはオオアレチノギクであった

（表― 1）。

表― 2に示したように調査対象としたセイタカアワダ

チソウとオオアレチノギクの発生程度別の相対出現頻度

は，比較的類似した傾向を示したことから，両寄主植物

間での発生程度に違いがないと仮定して解析した（表― 2）。

アワダチソウグンバイの発生を認めた調査地点数は，

2007年が 31地点，2008年が 35地点，2009年が 33地

点であった。発生程度中以上であった地点の割合は，
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表－1 調査地点と調査対象植物

広島県の気候区分 調査年度 調査地点数

調査対象植物

セイタカア
ワダチソウ

オオアレチ
ノギク

北部山地型
（年平均気温 10.6℃，降水量 2,160 mm）
気温が最も低い。降水量は年間を通して
特に少ない月はなく，梅雨期・台風期に
は著しく多い

2007
2008
2009

7
6
5

6
4
4

1
2
1

注：a）広島県小気候区分で瀬戸内は東部型と西部型に分かれているが，気温差がほとんど
ないことから，両小区分を統合して示した．

中部高原型
（年平均気温 12.2℃，降水量 1,589 mm）
北部山地型の次に低温で，降水量は梅雨
期と台風期を除き少ない

2007
2008
2009

16
16
16

16
13
15

0
3
1

賀茂台地型
（年平均気温 13.3℃，降水量 1,563 mm）
降水量は中部高原型と同じく少ないが，
中部高原型より気温が高い

2007
2008
2009

14
14
14

13
10
12

1
4
2

瀬戸内型 a）

（年平均気温 13.1～ 15.1℃，降水量 1,264
～ 1,815 mm）
温暖な気候

2007
2008
2009

3
3
3

3
3
2

0
0
1

表－2 調査対象植物での発生程度別の地点数と相対出現頻度

調査対象植物 調査年度
発生程度

無 少 中 多

セイタカアワダチソウ 2007
2008
2009

8
2
4

4
2
6

8
2
6

12
11
13

甚

6
12
4

3か年合計 14 12 16 36 22

相対頻度 14 12 16 36 22

オオアレチノギク 2007
2008
2009

1
2
1

0
1
3

1
2
0

0
1
1

0
4
0

3か年合計 4 4 3 2 4

相対頻度 24 24 18 12 24



よって制限さることが示唆されている（清水ら，2001）。

タイリクヒメハナカメムシの分布北限は，1月の日最低

気温が－ 1℃より下がるかどうか（あるいは年最低気温

が－ 5℃よりも下がるかどうか）を目安に推定できる

（清水ら，2001）。そこで，アワダチソウグンバイにおい

ても，1月の日最低気温と被害度を解析に使用した。

広島県ではアメダス観測地点データを 1 kmメッシュ

毎に標高により気温などのデータを補正するシステムが

開発されている。これを使って，1月の最低気温を算出

した。

各調査地点における年ごとの 1月の平均日最低気温と

アワダチソウグンバイの発生との関係を表― 5 に示し

た。－ 2℃以上の調査地点での発生地点率は 2008年が

最も高く，2009年が最も低かった。また，1月の平均日

最低気温が低下するに従い発生地点率は低下する傾向が

認められた（表― 5）。

1月の平均日最低気温を独立変数（X），発生程度の 3

か年の平均値を従属変数（Y）として，非線形回帰式

Y＝ a・Ln（X＋ 5）＋ bに当てはめ，実測値と予測値の

差を最小とするパラメータ（aと b）を最小 2乗法で求

めると，Y＝ 1.324 Ln（X＋ 5）＋ 0.5735（R2＝ 0.8653，

p＝ 0.0024）が得られた（図― 2）。図― 2に示すように，

1月の平均日最低気温が低下するに伴い，アワダチソウ

グンバイの発生程度は低下する傾向が認められた。これ

は，アワダチソウグンバイの分布には，冬期の低温が越

冬時の死亡要因に関与し，その影響を強く受けている可

能性が考えられる。すなわち，広島県の高標高地で発生

程度や発生地点の割合が低いのは，冬期の最低気温が低

いため，アワダチソウグンバイの越冬時の死亡率が高く

なり，越冬密度が極めて低いか越冬できない可能性も考

えられる。しかし，アワダチソウグンバイの越冬が不可

能な地域でも，越冬可能な地域が近くにあると移入して

くることも考えられ，発見率に影響を及ぼす可能性もある。

現在，アワダチソウグンバイの分布北限は福島県と考

えられている。広島県における今回の調査から分布困難

と推定した 1月の平均日最低気温は約－ 4℃である。こ

3 冬期の最低気温とアワダチソウグンバイの発生と

の関係

大豆のカメムシ類で 1月の月平均気温とカメムシ類の

被害粒率に極めて高い正の相関がある（小林ら，1976）。

また，ヒメハナカメムシ類では，セイタカアワダチソウ

で越冬するが，ヒメハナカメムシ類の分布は冬の低温に
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表－3 広島県のキク科雑草 2種におけるアワダチソウグンバイの発生程度の年次変動

調査年度
無 少 中

地点数 割合（％） 地点数 割合（％） 地点数

2007 9 14.4 4 6.4 9

多 甚 発生
程度

発生率
（％）

合計
割合（％） 地点数 割合（％） 地点数 割合（％）

14.4 12 19.2 6 9.6 2.1 75 94

2008 4 8.1 3 6.1 4 8.1 12 24.4 16 32.5 2.8 86 86

2009 5 9.8 9 17.6 6 11.7 14 27.4 4 7.8 1.7 86 104

表－4 気候区分別アワダチソウグンバイによる被害の年度別発
見回数

広島県の気候区分
発見地点数

3回 2回 1回 無

北部山地型 2 1 0 4

注：a）広島県小気候区分で瀬戸内は東部型と西部型に分かれて
いるが，気温差がほとんどないことから，両小区分を統合して示
した．

中部高原型 10 4 1 0

賀茂台地型 9 5 0 0

瀬戸内型 a） 3 0 0 0

Y＝ 1.324 Ln（X＋ 5）＋ 0.5735
R2＝ 0.8653，n＝ 7，p＝ 0.0024

ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
グ
ン
バ
イ
発
生
程
度 

1月の日最低気温 

4

2007年
2008年
2009年
3か年平均の回帰曲線 

3

2

1

0
－ 6 3210－ 1－ 2－ 3－ 4－ 5

－ 4.35℃ 

図－2 1月の日最低気温とアワダチソウグンバイ平均発生
程度の関係
注）直線は 3か年で算出した回帰曲線．



近年，地球温暖化の影響で異常低温の出現回数が減少

している（気象庁，2008）。暖冬の年は，キクやサツマ

イモ，ナス等の農作物でアワダチソウグンバイの多発生

が懸念される。また，景観作物や緑肥作物として利用さ

れるようになったヒマワリでの多発生が懸念されるた

め，播種時期の検討や障壁作物の利用等耕種的防除法の

確立を行う必要がある。さらに，被害が激甚となれば化

学農薬による防除も検討の必要がある。

最後に，本報の調査に協力していただいた近畿大学附

属東広島高等学校星野智洋氏，本報をまとめるにあたり

データの解析についてアドバイスをしてくださった大阪

府環境農業総合試験場の柴尾 学博士に対し，感謝の意

を表する。
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の値と東北地方のアメダス観測点の 1月の日平均最低気

温から，アワダチソウグンバイの分布可能地域を予測す

ると，福島県以北の東北地方の一部地域にも，今後，分

布が拡大する可能性がある。既発生地からの距離や地形

的な隔たり等によって分布が拡大しないことも考えられ

るが，今後の分布拡大に注意が必要と考えられる。

アワダチソウグンバイの低温耐性については明らかで

ない。近縁種である Corythucha ciliataの過冷却点は雌

成虫が－ 11.5℃，雄成虫が－ 9.5であり，－ 8℃で成虫

越冬可能である（JU et al., 2010）。アワダチソウグンバ

イも同程度と考えるならば，－ 4.3℃よりも，低い気温

で越冬できる可能がある。今後，アワダチソウグンバイ

の低温耐性について，さらに研究する必要がある。

お　わ　り　に

北米から侵入し帰化植物となったセイタカアワダチソ

ウは日本各地で見られる雑草である（国立環境研究所デ

ータベース）。広島県における今回の調査からのアワダ

チソウグンバイの分布調査には，被害が発生しやすいセ

イタカアワダチソウを中心に調査するのが妥当と考えた

（表― 1，2）。

アワダチソウグンバイの発生量が多くなると，農作物

の被害が顕在化するかもしれない。そのため，分布や発

生量等を調査していく必要がある。また，発生動態の解

析のために，越冬場所や越冬後の生存個体数の把握，低

温耐性や発育ゼロ点等のパラメーターを明らかにするこ

とが重要である。さらに，越冬場所から移動・分散行動

の調査も必要であろう。
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表－5 1月の平均日最低気温とアワダチソウグンバイの発生

1月の日最低気温
発生地点率 a）

広島県気候区分
2007年 2008年 2009年 3か年合計

－ 2℃以上 92.0（25） 100（27） 90.0（20） 94.4（72） 中部高原，賀茂台地，瀬戸内

注：a）：（ ）内は調査地点数を示す．
b）：中部高原．

－ 2℃未満～－ 3℃以上 66.7（9） 83.3（6） 80.0（10） 76.0（25） 北部山地，中部高原

－ 3℃未満～－ 4℃以上 40.0（5） 60.0（5） 75.0（4） 57.1（14） 北部山地，中部高原

－ 4℃未満 0（1） 0（1） 50.0 b）（4） 33.3（6） 北部山地，中部高原

発見地点の 1月日最低の
生存限界気温（℃）

－ 3.3 － 3.4 － 4.1 ― ―
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